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使用説明書 



ご使用前に必ずお読みください。 


田 






カメラの特長 


このたびは、蝶社製品をお買い上げいただをありびとラございます。この説明書の内容をよくご理解の 
上、正しくご使用ください。 


■ 35 mm コンパクトカメラ 
• 高倍率4.吕倍ズーム （38 mm 〜1 60 mm ) 
♦高画質スーパー EBC フジノンレンズ 
♦高性能デジタルプ□グラム （ DP ) フラッシュ 
•高品位アル S ボディー 
♦セルフタイマー/リモコン機能付さ 


このマークは、安を性、衛生、環境及び消費者保護に関する EU (欧州 
連合）の室巧事巧を、裝品が満足していることを証明するをのです。 
( CE とはヨー□ッ/(認定に onformi お Europeenne ) の略） 


同栖品 

この製品には、カメラ本体 W がに LU 下の 
巧属品が同捆されています。おを開けた 
とをにご確認 < ださい。 

□ U チウム電池 CR 2 1本 
□ソフトケース□ストラップ 
□ リモ ー S コント□- ラー 
□ 使用説明書 □ 保証書 
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安全にご使用いただくために 


■この製品および付属品は、写真撮影外の目的に使用しないでください。 

■ 製品のを全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
■この説明書はお読みになった後で、いつでも見日れるところに必ず保管してください。 


A 

堂 

口 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が 
死！::または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示 
しています。 

A 

意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が 
傷害を負ラ可能性が想定される内容、および物的損 
害のみの発生が想、定される巧容をおしています。 

A 

整 

置 

絶对に分解しないでくださし'»。感電の恐れがあります。 

^落下などにより内部が露出したときは、絶巧に触れないでください。高圧回路があり感電する恐れがあり 
ます。 

A カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、ただちに電池を取り出してく 
ださい。発火ややけどの恐れがあります（電池を取り出す際、やけどには十分ごま意ください)。 
フラッシュを人の目に近づけて発光しないでくださし1。一時的に視力に穀響することがあります。特に乳 
幼巧を撮影するときは気をつけてください。 

カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったときは、ただちに電池を取り出して 
ください。発熱-発火の恐れがあります。 









A 

整 

口 

引火性の高いガスが巧満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを使用しな 
いで<ださい。爆発や発火-やけどの恐れがあ0ます。 

/\ カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。郭幼児が誤ってストラップを首にきき付けると、 
窒息する恐れがあります。 

A 電池の分解、加熱、火中への投入、巧電、ショートは絶巧にしないでください。破裂の恐れがあります。 
A 指定政がの電池を使わないでください。発熱-発火の恐れがあります。 

/ i \ 電池は乳幼おの手の届かないところに置いてくださし1。乳幼児が誤って飲み込む恐れがあります。万一飲 
み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 

A 

意 

カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることがあります。 

A \ 自転車や自動車-列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事 
故などの原因となることがあります。 

/5\電池の@谷を誤って装てんしないよラにごま意ください。電池の破裂、液ちれにより、発火、けがや周 
囲をミち損する原因となることがあります。 
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各部の名称 


* () 巧のページに詳しい説明びあります。 


公セルフタイマーり〇リモコンボタン （■^ P . AO ) 



ズームレバー（イ P.23) 


0が途中卷き戻しボタン（イ P.30) 


シャツタ—ボタン （_>p.24) 


セルフタイマー（ィ P.39)/- 
U モコン（イ P.41) ランプ 


リモコン受信部 


ちぶ)撮影モードボタン ( ~»P.3 の 


日付ボタン（イ P. 14、 16) 


液晶表示部 ("^P.S) 
セツトボタン已) 


- ファインダー窓 


- 電池ぶた （"^P.13) 


フラッシュ発光部（イ P.32) 


AF 補助光窓 
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視度調節ダイヤル(ィ p . ll ) 



フィルム確認窓 
(イ P .17) 


裏ぶた 一 P . 17、 


圧板 


スプー ルー P .18) 


王脚ねじ巧 


フアインダー接眼部（イ P .9、 21 ) 



緑ランフ(- » P .10) 


電源レバーい P .13) 

— パノラマ モー ド切り替え レバー 
い P .21) 


裏ぶた開がつまみ 
(- > P .17、29) 


ストラップ取り付け部 
い P .12) 
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各部の名称 

く 液晶表示宜 |5> (すべての表示び現れている状態) 


- デート ー P . 14、1目） 


電池容量(- » P .14) 

赤目軽減い P .34) 

夜景ポートレート ー P .37)- 

セルフタイマー(イ P .38) — 


二いこ 


] ミ n 亡 


MBB 


-U モコン（- » P .40) 


を発光停止 C ^ P .35) - 

ろ強制発光(ィ P .3 日） - 

ろ:-フラッシュ充電中（イ P .24 ) —I 


- フイルムカウンター(- » P .19) 
- 遠景（一 P .3 目） 
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〈ファインダー〉 



巧最影範囲フレーム 1 

このフレーム巧で構図をミ央めます。 

標華モード/パノラマモード切り替えにより、フレー 
ムサイズは変化します（イ21ぺージ)。 


み F (才ートフ オー カス）マークI 

写したいちの（被写体）をこのマークにちわせま 

す。 


陋距離補正マーク（標準モード時)1 

近距離撮影するとをは、このマークを目安に構図 

を巧めまず（->25ページ)。 


9 






















各部の名称 


〈緑ランプ〉 



シャッターボタンを半押しすると、緑ランプび点 
な/点滅します。 


10 


国 緑ランプの表示と内容 ※シャツターボタン半巧し時 


表示 

内容 

点灯 

撮影可能です（測拒、測光完了)。 

早い点滅 
(シャツ ター 
□ツク） 

撮影距離び近すざます。 

広角時: 0.7 m 〜〇〇、望遠時: 1.2 m 〜 CO 
で撮影してください。 

ゆっくり点減 

〇ス □- シャッターになります。手ブレ 
防止のため H 脚を使用してください。 

©ピントび 合いません。 

• AF マークを被写体に合わせてく 
ださい。 

• AF の苦手な被写体のため、 AF び 
働さません。撮0たい被写体と同 
じよラな距離、明るさの被写体に 
AF マークを合わせ、 AF □ック撮 
影してください。 



























〈視度調節〉 



被写体がはっさりと見えない場合は、望遠側いっ 
ぱいにズーム（崎23ぺージ）してファインダーを 
のぞき、約 3m 離れた被写体がはっきり見えるよ 
うに視度調節ダイヤルを回してください。 
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圍圃画] 


ストラップを取り付けまず 



ストラップ取り付け部にストラップを通し、取り 
付けまず。 


市販のストラッフをご使用になる場合は、ストラップ 
の強度をご確認の上、ご使用ください。携帯電話、 
PHS 用ストラップは軽量機器用ですので、ご使巧の 
際は特にご注意ください。 


電ミ也を入れます 


■使用す る電池 

★リチウム電池フジフイルムリチウム CR2 1本 

撮影前には必ず電池容量をチェックしてください 
(崎14ぺージ ）0 

* 電池を交換した場合にはおずデートを合わせてくださ 
しパ4ページ)。 

* 1」チウム電池は約吕己〇コマ撮霖でさます（当社試験条 
件による）。 

* 旅行やたくさん写真を撮られるときは、万一の場合に 
備えて予備の電池をご用意ください。特におがでは地 
域によっては電池の入手び困難な場合びあります。 














o 電池ぶたを開けます。 

@ 表示に従って電池を入れまず。 
©電池ぶ たを閉めます。 

* 電池ぶたに無理な力を加えないで<ださい。 


電源の ON/OFF 



電源 レバーをスライドさせると、電源が入りまず。 
もう一度スライドさせると、電源が切れまず。 
電源を入れるとレンズカバーが開き、液晶が表示され 
ます。 

* 電源を入れたまま約10分間放置すると、 デー トながの 
液晶表示び消えます。シャッターボタン、ズームレバー 
または各種ボタンを操作すると、再表示されます。 


電源を入れるとをに、レンズ部を指で押さえないでください。 


準備編 










































電ミ也容量のチェック 


〇 

mk 

:点灯 


口 

:点灯 

© 


:点ミ威 


電源を入れ、液晶表示部で電池容量をチェックします。 
〇 電池の容量は 0 K です。 

©電池の 容量が不足していまず。新しい電池を準 
備してください。 

©電池 容量びなくなったため、シャッターは切れ 
ません。新しい電池と交換してください。 

* 撮影前には必ず電池容量をチェックしてください。 

* 電池の交換は撮影途中のフイルムび入っていても可能 
です。 
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ート(年月曰/時分)の合わせち 



電源を入れて、 日付 ボタンを2秒从上押し続けます。 
腹^"年"が点 ミ 威し、 デー ト修正 モー ドになります。 

■設定 範囲 

年：’ 01〜’ 40に日01年〜2040年） 

月：！〜12 曰：1〜31 

日寺： 〇〜吕3 分： 00〜已9 

















o セット ボタンを押して、点滅している数字を修 
正します。 

©日付 ボタンを巧ずと、次の設定項目に移ります。 
陽■"年"一"月"一" 日" 一"踩’一"分"の順に項目が移りま 
す。 



"分"を合わせた5、 曰巧 ボタンを押してデート合 
わせを終了します。 

時報に合わせたいときは、時報のゼ□秒時に 日付 ボタ 
ンを巧します。 

* "年月日’は"時分"に連動して変わります。 


準備編 
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—トモードの還択 



デート(年月曰/時分）は写真のち下に写し込まれ 
ます。 

* 写し込まれたデート表示び背景によっては見えにくく 
なる場合びあります。 


パノラマモード選択時には、写真にデートは入りません。 
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電源を入れて 日付 ボタンを押すと、デートモード 
を選択でをます。 

昭デー トモードは図のよラに切り替わります。 

*‘ -"を選択すると、写真にデートは入りません。 

* デート合わせを巧うと、デートモードは"年月日’の順 
になります。"年月日"政がを設定したいときは、デー 
トモードを選択し直してください。 




























フイルムを入れます 


国困圃 

外箱とパト□—ネ（フイルムの容器）に DX マーク 
びある3已 mm フイルムを使用します。 



• DX マークのないフィルムは ISO 100の感度に 
セットされます。 

■フィルムの 装てん-取り出しは、直射日光を避けて 
行ってください。 


mm 


〇 フィルム確認窓か5フィルムが装てんされてい 
ないことを確認します。 

©裏ぶ た開放つまみを動かします。 

©裏ぶ たを開けます。 

* 撮影遠中のフィルムび入っているとさは絶対に裏ぶた 
を開けないでください。フィルムを取り出す場合は 
3日ページをご参照ください。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないで<ださい。 




























フイルムを入れまず 



フイルムを入れます。 
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パト□ーネを押さえなが5、フィルムの先端を 
FILM マークまで引を出し、スプールの上にのせ 
ます。 

* フィルムび浮き上びらないよラに、パト□ーネの角度 
を調節してください。 

* フィルムの先端びスフールの上にのっていることを確 
認してください。 

* フィルムを長く引き出しすざたとさは、フィルムを一 
度取り出して、長さを調節してください。 





















裏ぶたを閉めます。 

防フイルムが自動的に1コマ目まで送5れます。 

* フイルム確認窓を通して、装てんしたフイルムの種類、 
フイルム枚数、フイルム感度び確認でさます。 



電源を入れ、び表示されていることを確認し 
ます。 


基 

本 

編 


フィルムび正しく装てんされていないと、‘ 日’ び点滅 
します。撮慕可能なフィルムを正しく装てんしてくだ 
。い。 _ 19 




















標準モード// V ノラマモードの切り替え 
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撮影途中で、標準モード/パノラマモードを切り替えることがでさます。 



標準に： 3) 



*() 内は縦横比です。 


パノラマ （1 : 3) 



標準約 24 mmx 3 巨 mm パノラマ約 12 mmx 35 mm 


* パノラマモードでは、標準サイスの画面1コマ分の上 
下を遮光した状態で撮影され、その中央部約 12 mmx 
3 巳 mm の範囲び約 89 mm X 2 己 4 mm の大きさにプ U 
ントされます。 

* パノラマモードで撮影したフィルムから通常サイズ 
( E 、 L サイスなど）にフ U ントされると、画面の上下 
に黒い帯び写し込まれた 0、 白っぽい画面になるなど、 
良いプ U ントび得られません。パノラマモードで撮影 
したフィルムの現像-フ U ントをご依頼になるとき 
は、上記の区別をはっさりご指定ください。 












〈標準〉 


〈パノラマ〉 


1 - パノラマ撮影範囲フレーム 

1 ◄パノラマ 




1 III III 11 

♦ 


— AF (才ートフォーカス）マーク 



パノラマモード切り替えレバーで、標準モード/パノラマモードを切り替えます。 
撮影範囲フレームが切り替わります。撮影画角は変わりません。 


標準モードで近距離撮影するとさは、近距離補正マー 
クを目まに構図を決めてください （">2 已ページ)。 


パノラマモードで約 3 m より近距離で撮影するとき 
は、撮露範囲フレーム内に被写体び入っていてを上部 
び撮影されない場合びあ0ます。撮影範囲フレームの 
上部に余裕を持たせて構図をミ夫めて<ださい。 





































さあいぶいぶ撮影です 


く構ス万〉 



電源を入れ両脇を締め、カメラを両手でしっかり 
構えます。 

縦位置撮穀ではフラッシュ発光部が上にくるよラに構 
えます。 


大切な撮影（結婚式や海が旅行、業務用途など）の前 
には試し撮りをして、カメラび正常に機能することを 
確認して< ださい。 
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レンズやフラッシュ発光部、 AF’AE 窓に、指や 
ストラップび掛からないよラにしてください。 

















くズーム: 



被写体を大きく写したいときは、ズームレバーを 
[率] マーク側に押して望遠側にズームします。広 
い範囲を写したいとさは、 区巧 マーク側に押して 
広角側にズームします。 

* 撮影でさる乾囲は;欠のとおりです。 

•広角時： 0.7 m 〜〇〇 ■望遠時： 1.2 m 〜〇〇 



AF マーク全体を被写体に合わせます。 


基本編 
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さあいよいよ撮影でず 


て シャツ ターボタ ンを巧し〉 


て シャツ ターボタ ン半巧し y 



シャツ ターボタンを半押ししまず。 

陪=緑ランプび点灯すれば、撮影準備完了です （■»! 0ぺージ)。 


♦撮影 距離び近すざるとさには（広角時； 0.7 m 至近、望 
遠時： 1.2 m 至近)、緑ランプび早<点滅し、シャッター 
び切れません（->10ページ）。ただし約 30 cm より近づ 
くと、緑ランプび点打し、シャッターび切れることびあ 
りますび、ピントは合いません。 

•ピントび 合わないとさには、緑ランプびゆつ<0点滅し 
ます。 「 AF の苦手な被写体について」(ィ26ページ）を参 
考に、 AF ロック撮影してください。 



シャッターを切0ます。 

陪^フィルムが次のコマまで送5れます。 

陪=フィルムカウンターの数字は撮影のたびに1コマずつ 
増えていをます。 

* 緑ランプは、いったん消えてからシャッターび切れた 
直後にもラ1回点打します。 

* フラッシュ充電中（液晶表示部の" ち" 点滅中）はシャツ 
ターは 切れません。 
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近距離撮霞の場合（標準モード時) 1 

近拒離浦正 マーク ー！ 

fr % 哪 

^ _ 

P お 距離桶正 マークー 1 

卜備 

1ファインダー1 1プ U ント化上がり 1 

1 ファインダー 1 1 プ IJ ント仕上が〇| 

撮影距離が広角時：約0.7 m 〜 Im 、 望遠時：約1.; 
りたいものが 画の 範團内に収まるよラに構図を巧ろ 

3 m 〜 2 m の場ちは、上図の 画敲 画が写ります。撮 
ります。 

近距離撮影では、ファインダー窓から見える節囲と写る範囲にズレび生じます（ファインダー窓と撮影レンズの位置 
び違ラたゆ)。近距離巧正マークは、ファインダー窓から見える語固と実隙に写る範囲の目安になります。 


基本編 巧 























さあいよいよ撮影でず 


♦ AF の苦手な被写体について ♦ 

次のよラな場合、まれにピントび合わないことびあります。このよラなとさは、 AF □ック撮影 
(ィ27ページ)、遠景モード撮影（">36ページ）を巧ってくださし、。 

• 被写体の近くに太陽などの明るい光源や反射光（車のフ□ントガラス、波の反射など）がある場含 
• 画面の中央部付近に鏡、金属面などの反射面がある場合 
♦被写体に 比べて、背景び極端に明るい場合 
♦被写体の コントラストび極端に低い場合 
• 被写体が縦線のみで構成されている場合 
• 被写体が高速で移動している場合 


因国圆 
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このよラな構図では AF マークび被写体（この場合 
は人物）からがれています。このままでは被写体 
にピントが合いません。 


■ 



AF マークに被写体びちうよラにカメラを動かし 
ます。 


AF (才ートフォーカス）□ック撮影 


基本編 
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AF (オート フォー カス）□ック撮影 



そのままシャッターボタンを半押し ( AFD ック） 
します。 

臨緑 ランプの点灯を確認します （■» 1日ぺージ)。 



シャツターボタンを半押し ( AFD ツク）したまま 
最初の構図に戻して、シャツターを切ります。 
* AF □ック 操作は、 シャツ ターを切る前なら何回でもや 
り直せます。 
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フイルムを取り出します/撮該途中でフイルムを取り出します 



最後の1コマを撮り終わると、フイルムが自動的 
に巻を戻されます。 

きき戻しが完了すると、 "，与" が表示されます。 


〇 裏ぶた開放つまみを動かします。 
©裏ぶ たを開けます。 
©フイルムを 取り出します。 


* 規定枚数 L ソ上撮影でさる場合びありますび、最後のコ * 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 

マはフリントされないことびあ0ます。 


必ず モーターび 止まり‘ E ’ び表示されたことを確認してください。" ら" び表示される前に裏ぶたを開けようとする 
と、カメラが故障したり、フイルムび感光する恐れびありますのでごを意ください（->31ページ)。 _ 






















フイルムを取り出しまず/撮影を中でフイ化 


撮影途中でフイルムを取り出ずには 



ボールペンの先などで Q ± i ボタンを押します。 
防きき戻しが完了すると、が表示されます。 

* Q ± i ボタンは、先端のとびったもので巧さないでくだ 
さい。 


巻さ戻したフイルムは再撮影できません。撮影途中で 
フィルムを現像に出したいときし:^外は、 Q だ ボタンを 
巧さないでください。 


モーターが止まり" £" び表示されたことを確認 
してからフイルムを取り出してください。 











♦カメラに フィルムが入っているときのごミち意 ♦ 

♦撮影 遠中のフィルムが入っているときは、絶対に裏ぶたを開けないでください。 

0^途中で裏ぶたを開けると、撮影済みのフィルムが感光してしまいます。 

0^裏ぶたを開けると、フィルムカウンターは"!"にリセットされます。 

万一裏ぶたを開けてしまったときは、 

〇 フィルムを取り出さず、そのまま裏ぶたを閉めてください。 

©レンズ 部を手で覆いながら数回シャッターを切り、未感光の部分までフィルムを送ります。 
©残りの コマは続けて撮影できます。 

* 裏ぶたを開けるとフィルムカウンターび U セットされるため、正しいフィルム撮霖コマ数は表示されません。 


基本編 
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撮影モードの選択 


固固画] 

このカメラは、じ(下の6種類の撮影モードび用意 
されています。被写体に応じた撮影を楽しむこと 
びでをます。 


(表示なし）デジタルプ□グラムフラッシュモード 
(<§>) 赤目軽減モード 
( ® ) 発光停止モード 
(ち） 強制発光モード 
( ik ) 遠景モード 

(因） 巧景ポートレート（ス□ーシンク □) モード 


♦赤目 軽減モード、発光停止モード、強制発光モード 
は、電源び切れると自動的に解除されます。 

♦遠景 モード、夜景ポートレートモードは、撮露後ま 
たは電源び切れると自動的に解除されます。 


32 



ボタンを巧すと、撮影モードを選択でをます。 
陪表示なし 一を一を一ち 一 一因の 順に切り替わります。 


遠景モード/夜景ポートレートモードを連続してご使 
用になる場ちは、各モード選択時に各マークび点灯か 
ら点滅に変わるまで、約2秒 間ちを ボタンを巧し続け 
てください。モードは撮影後を保持され、続けて撮露 
でさます。電源び切れると自動的に解除されます。 

























に^ラッシュ撮影範囲 I 

フイルム感度によってフラッシュ光の届く範囲が 
異なります。暗いところではフラッシュ撮影範囲 
にま意して撮影してください。 

■フラッシュ 撮影範囲 


フイルム感度 

に角 （38 mm ) 

望遠 （1 日日 mm ) 

ISO 100 

日.7〜 4.5 

1ぶ〜 2.0 

ISO 400 

0.7 〜白.0 

1 .2 〜 4.0 

ISO 800 

日.7〜13.0 

1.2 〜 6.0 

ISO 1 己00 

日.7〜1江0 

1.2 〜 8.0 


(カラーネガフイルム使巧時単位： m ) 


表示なしデジタルプ□グラムフラッシュモード 



被写体の明るさ、距離、ズーム倍率に応じて、フ 
ラッシュの光量を自動的に調節します。 

* 被写体びとてを日月るく遠すぎる場台、フラッシュは発 
光しません。 

* DP フラッシュの詳しい内容は、43、44ぺージをご 
参照ください。 


応用編 













撮影モードの選択 
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〈を 赤目軽減モード 



暗いところでは、撮影前にフラッシュび4回プレ 
発光し、已回目に撮影のためのフラッシュび発光 
します。 


フレ発光から撮影のためのフラッシュ発光まで、カメ 
ラを動かさないでください。 


♦赤目 現象について ♦ 

人物を暗いところでフラッシュ撮影した場 
含、目び赤く写ることびあります。これは、 
フラッシュの光び目の中で反射することによ 
り起こる現象です。赤目を起こりにくくする 
ためには、赤目軽減モードを使用すると共に、 
♦撮られる 人にカメラの方に視線を向け 
てちらラ 

•なるべく 近づいて撮影する 
などするとより効果的です。 










® 発光停止モード 



フラッシュの発光を停止します。 


暗いところでは、ス□-シャツター警告（シャツター 
ボタン半巧し時に緑ランフびゆっくり点滅）されるこ 
とびあります （- H 日ページ）。このとさは、手ブレ防 
止のため兰脚を使用してください。 


ち 強制発光モード 



晤隙や木陰などのを光撮影に使巧します。 1 

DP フラッシュモードと違い、明るいところでも 
フラッシュび必ず発光します。 


応用編 
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撮影モードの選択 


ii 遠景モード 



風景をきれいに撮りたいとをや、ガラス越しの遠景や 
遠い夜景の撮影などに使用します。 


ピントが遠方にセットされます。フラッシュは発 
光しません。 

* 1回の撮影ごとに自動的に觸除されます。 
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暗いところでは、スシャッター警告（シャッター 
ボタン半巧し時に緑ランプびゆつ < り点滅）されるこ 
とびあります （■»! 日ページ)。このときは、手ブレ防 
止のため兰脚を使用してください。 










情景をバックにした人物を撮影するときに使巧します 。 I 

ス□ーシャッターのホ目軽減モード（プレ発光 
4回後フラッシュ発光）になり、夜景と人物の両 
方をきれいに撮影することができます。 

* 1回の撮影ごとに自動的に解除されます。 


夜景ポートレートモードでは、ス □- シャッター警告 
(シャッターボタン半巧し時に緑ランプびゆっくり点 
滅）されることびあります （■ HO ページ）。このとき 
は、手ブレ防止のため必ず三脚を使用してください。 
また、撮影中は撮られる人ち動かないでください。 


応用編 
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セルフタイマー撮影 



い |0の ボタンを押して、 "の" を表示します。 

腰" 公" 一" ( IIO " の順に切り替わります。 

* "((*»■ はリモコンでードです（"^斗日ぺージ)。 

* セルフタイマーモードでは、撮影モードも選択巧能です。 
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構図をミ夫めて、シャツターボタンを押します。 
b ^ AF マークが合っているちのにピントが合い、セルフ 
タイマーがスタートします。 


* AFn ック撮影も可能です 一27ぺージ)。 


カメラの前に立ってシャッターボタンを巧さないでく 
ださい。ピンボケや露光不良になることびあります。 
















セルフタイマーランプが約 7 秒間点灯した後点減 
に変わり、約3秒後にシャツターが切れます。 


•スタートした セルフタイ7—を停止したいときは、 
1110の ボタンを巧してください。セルフタイマー 
モードを解除したいとをは、再度り 1 C •の ボタンを 
巧して < ださい。 

■セルフ タイマーモードは、撮霖後または電源び切れ 
ると自動的に解除されます。 


応用編 
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リモートコント□—ル撮影 



矢印の方向にリモコンをスライドさせて、リモコ 
ン ホルダー から外します。 

*リモコンを U モコンホルダーに戻すときは反対ち向に 
スライドさせ、カチッと音びずるまで押し込んでくだ 
さい。 


40 



りの ボタンを押して、"りを表示します。 


*リモコンモードは、セルフタイマーモードの後に表示 
されます。 

*1」モコンモードでは、撮影モードち選巧巧能です。 




















AF マークを撮りたいものにちわせて、構図をミ夫 
めます。 



〇 リモコンをカメラのリモコン受信部に向けて、 
シヤッター作動ボタンを押します。 

©リモコン ランプが庶威し、約吕秒後にシャッター 
び切れます。 


U モコンモードは撮影後を解除されません。電源び切 
れると自動的に解除されます。 


応用編 








リモートコント□ール撮影 



IJf コン操作び可能な範囲は、カメラ正面で約 
己 m し州巧、上下左ち各20°で約3.日 m 总内です。 

*| J モコン撮穀時は、兰脚の使用をおすずめします。 

* 逆光撮影時にカメラの1」モコン受信部に直射日光び入 
つていると、1」モコン撮影びでさない場合びあります。 
そのようなとさは、セルフタイマーを使用して < ださし、。 


42 



カメラのストラップにリモコンホルダーを取り付 
けておくと硬利です。 

* 電池の寿命は約3年です（当社試験条件による）。 U モ 
コン撮影びできなくなったら、ご購入店または富±フ 
イルムサービスステーションにお申し出ください。有 
償にて電池交換いたします。 






デジタルプ□グラムフラッシュについて 



「尹ジタルプ□グラム （DP) フラッシュとは1 
被写体との距離や明るさ、さ5にレンズの焦点距 
離の3つの情報か日撮影の状況をカメラび判断 
し、フラッシュの発光光量を自動的に調節ずる新 
しい機能です。被写体が明るく遠すざる場ち LU が 
は常に自動発光。誰でち簡単に美しい写真を撮れ 
るよラにプ□グラムされたフラッシュです。 
具体的な例を挙げてその効果をご説明します。 



♦ 室内や夜の近接撮影時 

周囲が暗いところで近距離で撮影すると、一般的 
なフラッシュでは100%の光量で発光してしま 
ラため、被写体び白く飛んでしまラことがありま 
す。 DP フラッシュでは最大で通常の1吕.已％ま 
で光量を落とし、被写体の"白雕び"を防ぎます。 
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デジタルプ□グラムフラッシュについて 



♦ 高輝度でのポートレート撮影時 
天気の良い曰に人物撮影をすると、震の毛や鼻の 
影で顔がまだら模様になりがちです。 DP フラッ 
シュはこのよラなとを、フラッシュが自動発光し 
て影を軽減します。明るいのに発光するのは無駄 
に思われるかもしれませんが、プリントを比較し 
ていただければその効果をご理解いただけると思 
44 います。 



♦ 逆光撮影時 


窓際や、太陽光を背に受けて撮影すると、被写体 
び影になり黒くアンダーに写ることがあります。 
DP フラッシュはこのような場合も、フラッシュ 
が自動的に最適な光量を発光させることで、美し 
い写真が得5れます。 

















このよラなとをは 


操作中このよラなときは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

参照べ-ジ 

シャッターび切れない。 

① ‘dl’ び点滅していませんか。 

② 電源は入った状態にセットされ 
ていますか。 

通" ち ’ び点滅していませんか。 

④撮影距離び近すざませんか。 

※緑ランプび早<点滅 
⑥が表示されていませんか。 

①新しい電池に交撰してください。 

擅 電源 レバーを操作して、撮影可能な 
が请1にセットして<ださし、。 

③ フラッシュ充電中です。 " ち " び点滅か 
ら点灯に変わるまでお待ちください 
(フラッシュ充電時間は約日秒)。 

④ 広角時：日. 7 m 〜〇〇、望遠時：1 .2 m 〜〇〇 
で撮彰してください。 

⑥フィルムを取り出して、未使用のフィ 
ルムを入れてください。 

14ぺージ 
13ぺ-ジ 

24ぺージ 

10、24 
ぺージ 
17 ぺ-ジ 

フイルムを入れて裏ぶたを閉 
めたび、 "日" び点滅している。 

■フィルムの先端を FILM マーク 
まで引さ出して正しく装てんし 
ましたか。 

•フィルムの先端を FILM マークまで引 
さ出して、正しく装てんしてくださ 
い。 

17 ぺージ 

途中でフイルムび巻き戻され 
てしまつた。 

■撮露中に Q リ ボタンを巧しませ 
んでしたか。 

•フィルムび入つているときは、 Q だ ボタ 
ンを巧さないよラにご注意ください。 

3日ぺ-ジ 
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このよラなときは 


プリントびこのよラなとさは… 


このよラなと去は 

ここをチェック 

こラして<ださい 

参照ぺ- 

-ジ; 

画面びぼんやりしている。 

① AF 窓をかくして撮影しませんで 
したか。 

( DAF 窓をかくさないよラに力六ラを正 
しく構えてください。 

22ぺ- 

-ジ 


②被写体のね5い方は適切でした 
か。 

② AF マークを被写体に合わせて撮影ま 
たは AFn ック撮影してください。 

27ぺ- 

-ジ 


⑤レンズび巧れていませんか。 

③レンズをされいにしてください。 

48ぺージ 


® カメラのプレではありませんか。 

④カメラをしっかり構え、シャッターボタン 
を静かに巧してください。ス□ーシャッ 
ター時は兰脚を使用して< ださい。 

22ぺ- 

-ジ 


霞近距離撮影時にモードで撮露 
してし1ませんか。 

⑥ ii モード切外で撮影して<ださい。 

32ぺ- 

-ジ 

画面び暗い。 

①暗いところでのフラッシュ撮霖 
で、被写体び遠すざませんでし 
たか。 

①規定のフラツシュ撮影範囲内で撮影 
して < ださい。 

33ぺ- 

-ジ 


②フラッシュ撮影時にフラッシュ 
発光部に指が掛かっていません 
でしたか。 

③フラッシュ発光部に指を掛けないで 
<ださい。 

22ぺ- 

-ジ 


③窓際などの逆光撮影ではありま 
せんか。 

通ち モードにセットして撮影してくださ 
い。 

3日ぺ- 

-ジ 










このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

参照べ-ジ 

デート旧付/時間)び合って 
いなし、。 

■電池を入れたとさ、わしくは電 
池交換時に修正しましたか。 

•電池を入れたとさ、わしくは電池を 
交換したとさは、曰付と時間を修正 
してくださし、。 

14ぺージ 

デートが写し込まれていなし、 
/はっさり写らない。 

① デートモードを"-■にし 

て撮影しませんでしたか。 

② デートの写る位置に、白-黄- 
だいだい色などの明るいちのび 
あ0ませんか。 

① ‘ - ’攻外のデートモードを選択 

して撮影してください。 

② デートの写る位置に、なるべく明るい 
をのびこないよラにしてください。 

1目ぺージ 

1目ぺージ 
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取扱上のお願い 


1. カメラは精密機械ですか5、水にめらしたり、落とし 
たりしてショックを与えないでください。 

①海辺や小雨の中などで使用ずるとさは、水び掛から 
ないよラにご注意ください。また、砂の掛かりやず 
し化ころには置かないでください。 

擅カメラケースに入っていてを、落としたり、固いを 
のにぶつけると故障の原因になります。また、振動 
び加わるところ（自動車のトランクなど）に放置し 
ないでください。 

2. このカメラはマイク□コンピューターによって制御さ 
れているため、ごくまれにカメラが誤作動する場合が 
あります。このよラなとさは、電池をいったん取り出 
し、再度入れ直してください。 

3. 長時間お使いにな5ないときは、高温-多湿-有青ガ 
ス（タンスの中のナフタリン、しよラのラ他）•ホコ 
I 」などの影響のかない、風通しの良いところに保管し 
てくださし、。 

4. 閉めさった自動車の中などに長時間放置しないでくだ 
さし、。 

48 5. 邢巧機をご利巧の際、未現像のフイルムやフイルムの 


入ったカメラは機内持ち込みされることをおすすめし 
ます。預け入れ荷物に入れた場合、 X 線検査でカブ I 」 
などの影響が出る場合があります。 

目.レンズ表面、裏ぶた内部のレンズ、 AF 窓、ファイン 
ダーなどが巧れたら、ブ□アーブラシでホコリをもい、 
柔らかい布で軽くふきとってください。それでも取れ 
ないとさは、富±フイルムのレンズクリーニングペー 
パーにレンズクリーニングリキッドを少量つけて、軽 
くふいてください。アルコール、ベンジンなどの有機 
溶剤は使わないでください。 

7. フィルム室にホコリがあると、フィルムを傷つけるこ 
とがあります。ブ□アーブラシで化って清掃してくだ 
さし、。 

8. フィルムの装てん•取り出しは、直射日光を避けて巧っ 
てくださし、。 

9. このカメラの使用温度範囲は一10で〜+40むです。 

1日.寒冷地では電池の性能があ下しますので、巧服の内側 
に入れるなどして、温めてからご使用ください。なお 
一時的に性能の低下した電池は、常ミ豆に戻れば性能が 
回復します。 



アフターサービスについて 


お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理さ 
せていただきます。ご購入店または富±フイルムヴービ 
スステーションに直接お申し出ください。それ！;(がの責 
は、ご容赦いただきます。なお、保部、使いちなどのご 
不明な点につさましても、裏面記載の解社カメラ事業部 
営業部かお近くの富±フイルム営業所や富±フイルム 
サービスステーションをご利用ください。 

♦無料修理 

故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入 
された、ご購入曰より1年 L ソ內のな証書び添付されて 
いる場合には、巧証書に記載されている内容の範囲内 
で、無料修理させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品な記規定を 
ご覧ください。 

♦有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。 
保証期間内であってを、下記のよラな場合はすべて有 
料となります。また運賃請掛かりは、お客様にてご負 
担願います。 

1 . 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のない 
ちの。 


2. 保証書にご購入年月、販売店名び記入されていな 
い場合、または記載事項び訂正された場合。 

3. 富±フイルムサービスステーションな外で分解、 
修理されたちの。 

4. 火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

5. お取扱上の不を意(使用説明書 iU 外の誤操作、落下、 
衝撃、水掛かり、砂•ミ尼の付着、カメラ内部への 
水•砂-ミ尼の入り込みなど)、保管上の不備（高温 
多湿やナフタ U ン、しよラのラの入った場所での 
保管）、お手入れの不備（かび発生など）により生 
じた故障。 

目.前記政がで弊社の責に帰すことのでさない原因に 
より生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼 
されたちの。 

♦修理す能 

養（忍）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど<、故 

障前の性能に復元でさないと思われるをの、および部 

品の手当び困難なものなどは修理でさない場合わあり 

ますので、お近くの富±フイルムサービスステーシヨ 

ンにお問い合わせください。 
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アフターサービスについて 


•修理部品の保有期間 

この製品の巧修巧部品は、製造打ち切り後7年を目安 

に保有しておりますので、この期間中は原則として修 

理をお引さ受けいたします。 

なお、部品保有期間終了後でわ修理でさる場合ちあり 

ますので、詳し<はご購入店かお近<の富±フイルム 

サービスステーションにお問い合わせください。 

•修理ご依頼に際してのごま意 

1 . イ呆証規定による修理をお申し出になる場合には、 
必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーションで、 
ご指定の修理箇所、故障内容を詳しくご説日月くだ 
さい。故障の状態によっては、事故となったフィ 
ルムなどを添えてくださると修理作業の参考にな 
ります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点 
検をはじめ品質、性能上必要と思われるすべての 
箇所を修理しますので、料金び高くなることがあ 
0ます。 

4. 修理料金が高<見込まれる修理のとさは「〇〇〇 
0円似上は連絡してほしい」と金額をご指定くだ 


さい。ご指定のないとさは9,00日円内の料金で 
修理完了する場合は修理をすすめさせていたださ 
ます。 

5. 修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を 
避けるため、修理品から取り外してお手ちとにイ呆 
管してください。 

目.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時 
のが箱などに入れてしっかり包装し、必ず書留ル 
包でお送りください。 

7. 修理期間は故障内容によりを少違いますび、厳重 
な調整検査を行いますので、普通修理品の場合は 
富±フイルムサービスステーションで、お預かり 
してから通常7〜1日日位をご予定ください。 

■海外旅行中の故障 

海が旅行中に故障した場合は、海外各地の富±フイル 
ム海が支:店または富±フイルム代理店をご利用くださ 
し、。富±フイルムミ毎外す店、代理店の所在地一賣表は 
お近くの富±フイルムサービスステーションにおたず 
ねください。なお、海外での修理は対応でさない場合 
びあ0ますので、あらかじめご了承ください。 



主な仕様 


使用フイルム 
画面サイズ 
レンズ 
ファインター 

距離調節 

シャツター 
露光調節 


フィルム感度 
フイルム装てん 
フィルム給送 


135 (3 巳 mm) □-ルフィルム （DX マーク付き） 

24mmx3 目 mm/ パノラマサイズ切り替え式 

スーバ ーEBC フジノンレンズ8群1日枚構成 f 二 3Smm 〜1目日 mm 1:已 .8 〜1:1 吕 .6 
実像式ズームファインダー 0.4 倍〜 1.4 己倍パノラマサイズ切り替え式冉 F マーク 
近距離補正マーク（標準モードのみ）緑ランプ視度調節 (Dp : -2 .己〜+1.己） 

パッシブオートフォーカスに角時：日. 7m 〜〇〇望遠時： 1.2m 〜〇〇 AFn ック付さ 
遠景モード（レンズ遠距離セット、フラッシュ発光停止） 

プ n グラム式電子シ ヤッ ター ( 1秒〜1/4日日秒） 

自動調節 

連動範囲り SO 100) W ： EV13( 巧）〜17 

T : EV14(*7.3) 〜17 (* はフラッシュ発光停止時） 

自動設定 （DX ち式による）に日已〇〜32日日 
イージー □- ディング方式 

電動式自動巻き上げ自動巻き戻し途中巻き戻し可能(途中巻き戻しボタンによる） 
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をな仕様 


フラッシュ 


セルフタイマー 
液晶表 TF 

電 源 

その他 
大きさ.重さ 

* 仕様-性能は、 


デジタルプ□グラムフラッシュ 充電時間：約6秒 

デジタルプ n グラムフラッシュモード/赤目軽減モード/発光停止モード/強制発光モード/ 
夜景ポートレート（スロー シンクロ）モード 

電子式作動時間：約1日秒途中解除可能セルフタイマーランプ付さ 

フィルムカウンター撮影モードセルフタイマーモード U モコンモードデート電池容量 

フラッシュ充電中 

リチウム電池 CR 2 1本 

デート機能=脚ねじ穴付さ IJ モコン対応 

112.日 mmx 61 .已 mmx 48.0 mmC 突起部隙く）24巳吕（電池別） 

予告なく蜜要する場合びありますのでご了承ください。 
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啤 FUJIFILM 


富±写真光檐株ま会社 


•お買い上げ製品についてのお問い合わせは… 

富±写真ホ援巧ま会社カメラき業部営業部干 331 ■卵 24 埼玉県さいたま巿化区植巧町 1T 目 324 を巧 
をたた し平ぶ 15 年 3 月 31 日までは巧王県さいたまあ堆竹町 1 了目 324 番地 

•巧機製品のお PS いをわせはこちらでもまります 
宮±フイルム化巧営業所内（吉±写真化おお問いをわせ電話） 

ま±フイルム仙台営業所内（吉±写真化樓お問いをわせ電話） 

ち±フイルムまを巧壳部内（吉±写真化樓お問いをわせ電話） 

ち±フイルムち古屋営案巧内（吉±写真光巧お問い合わせ電話） 

吉±フイルム大巧支な内（普±写真光巧お問い合わせ電話） 

ち±フイルム広島営業巧巧（普±写真光おお問いをわせ電話） 

ち±フイルム福岡営業所巧（ま±写真化巧お問いをわせ電話） 


TEL (048) 668-2236 


〒〇 60-0002 ネ Lffi ホ中央区か 2 を西 4-2 化巧ミ井ビル別館 
于 980-0811 仙台ホ青ま区一き巧 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
于 1 〇 6 - 862 〇奉まなち区西巧ホ 2 - 26 -加 
于 460-0D08 を古屋ホ中区巧 2-10-19 を古屋商工ま講巧ビル 
于 541 -0051 大巧ホ中央区がを巧 3-5-11 

于 732-0816 に島ホ南区比治山ホ巧 16-35 広島産案で化センター 
于 812-0018 福岡ホ巧を区住ま 3-1-1 


シヨン 
シヨン 
シヨン 


•お頁い上げ製品の惊理の受付は… 

辛 L 慢：ま±フイルムサービスステ 
仙台：ま±フイルムサービスステ 
ま京：ま±フイルムサービスステ 
ま±フォトサロン-まま 
を古屋：ま±フイルムサービスステーシヨン 
大巧：ま±フイルムサービスステーシヨン 
ま±フォトサロン.大巧 
広島：ま±フイルムサービスステーシヨン 
福岡：ま±フイルムサービスステーシヨン 
後±巧.日苗.巧日、年末年抬はかまさせていただきます。その化至巧まがまさせていただく培をザあります。 

•まま、ち古屋.大巧：至±フイルムサービスステー'ンヨンは、虽まの±巧日冊日、年末年抬.至巧が思しがりは営弟しております。 

ただし.きけ法し窠おのみとなります。 

•ま±フォトサロン-ま京、大巧は受けまし«巧のみです。 

•直±フイルム製品のお PS いをわせは… 

お客巧コミュニケーシヨンセンター(月曜日〜を曜日午前 9 : 3D~ 午後 5 : 00) TEL(03)3406-2981 
ま±フイルムホームぺージ http:/7www. 叫 ifilm.co.jp/ 


〒〇 60-0D02 札巧ホ中央区か 2 を西 4-2 化巧；井ビル別库 
于 980-0811 仙をホ青ま区一ま巧 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
T105-0022 ままな巧区 - ち岸 1-9-15 竹をビル 
于 104-0061 ままな中央区涅巧 5-1 淫座ファイブ 
于 460-0008 ち古屋ホ中区お 1-12-19 
于 541 -0051 大巧ホ中央区がを巧 3-2-8 大巧長をビル 
于 530-0D01 大巧ホ化区宿田 1-9-20 大巧マルビル 
于 732-0816 広島ホ南区比治山ホ巧 16-35 広島産案で化センター 
于 812-0018 福岡ホ巧を区住ま 3-1-1 


TEL (011)218-5575 
TEL (022) 21 6-6960 
TEL (03) 3406-2387 
TEL (052) 203-5262 
TEL (06) 6205-6421 
TEL (082) 250-0755 
TEL (092) 281-0255 


TEL (011)222-39 。 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1315 
TEL (03) 3571-9411 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (082) 256-3511 
TEL (092) 281-4863 


FGS - 204112-⑩ -02 



